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令和７年陸別町議会３月定例会会議録（第２号） 

招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

開 閉 会 日 時 開会 令和７年３月５日　午前10時00分 議　長  久　保　広　幸

及 び 宣 告 延会 令和７年３月５日　午後１時40分 議　長  久　保　広　幸

      応（不応）招議 議席 出席等 議席 出席等
      員 及 び 出 席 並 氏　　名 氏　　名

び に 欠 席 議 員 番号 の　別 番号 の　別

 出席　　　７人 １ 濱 田 正 志 ○

 欠席　　　０人 ２ 三 輪 隼 平 ○

 凡例 ３ 渡 辺 三 義 ○

 ○ 出席を示す ４ 工 藤 哲 男 ○

 ▲ 欠席を示す ５ 中 村 佳 代 子 ○

 × 不応招を示す ６ 谷 　 郁 司 ○

 ▲○ 公務欠席を示す  ８ 久 保 広 幸 ○

会議録署名議員 　 渡 辺 三 義 　工 藤 哲 男

  職務のため議場に 事務局長 主任主査
出席した者の職氏名 　　　　　　　　請　川　義　浩 　　　　　　　竹　島　美 登 里

法第１２１条の規定 町　　　　　長 本　田　　　学 教　　育　　長 有　田　勝　彦

により出席した者の 監 査 委 員 村 本 和 弘 農業委員会会長 佐 藤 直 人

職氏名　　　　　

町長の委任を受けて 副 町 長 今　村　保　広 会 計 管 理 者 庄 野 勝 政

出席した者の職氏名 総 務 課 長 丹 崎 秀 幸 町 民 課 長 遠 藤 克 博

 産 業 振 興 課 長 菅 原 靖 志 建 設 課 長 清 水 光 明

 保健福祉センター次長 空 井 猛 壽 国保関寛斎診療所事務長 ( 空 井 猛 壽 )

 総 務 課 参 事 瀧 澤 　 徹 総 務 課 主 幹 清 水 　 遊

教育長の委任を受けて 教 委 次 長 瀧 澤 勇 二

出席した者の職氏名

農業委員会会長の委任を 農 委 事 務 局 長 本 間 　 希

受けて出席した者の職氏名

選挙管理委員会委員長の

委任を受けて出席した

者の職氏名　　　

議 事 日 程 別紙のとおり

会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

会 議 の 経 過 別紙のとおり
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◎議事日程

日程 議　案　番　号 件　　　　　　　　　　名

１ 会議録署名議員の指名

２ 議 案 第 ２ １ 号 令和７年度陸別町一般会計予算

３ 議 案 第 ２ ２ 号 令和７年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算

   令和７年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
 ４ 議 案 第 ２ ３ 号
予算

５ 議 案 第 ２ ４ 号 令和７年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算

６ 議 案 第 ２ ５ 号 令和７年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算

７ 議 案 第 ２ ６ 号 令和７年度陸別町簡易水道事業会計予算

８ 議 案 第 ２ ７ 号 令和７年度陸別町公共下水道事業会計予算

 

◎会議に付した事件 

 　議事日程のとおり
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 開議　午前１０時００分

○事務局（請川義浩君）　御起立願います。 

 　おはようございます。

 　お座りください。

○議長（久保広幸君）　庄野会計管理者より、午後から退席する旨、報告がありました。 

　村田産業振興課主幹、山崎建設課主幹、前田保健福祉センター主幹、向井保健福祉セン 

 ター主幹、女川総務課主幹、林総務課主幹より、欠席する旨、報告がありました。

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１　会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

 ○議長（久保広幸君）　日程第１　会議録署名議員の指名を行います。

 　会議録署名議員は、３番渡辺議員、４番工藤議員を指名します。

──────────────────────────────────── 

◎日程第２　議案第２１号令和７年度陸別町一般会計予算 

◎日程第３　議案第２２号令和７年度陸別町国民健康保険事業勘定特 

別会計予算 

◎日程第４　議案第２３号令和７年度陸別町国民健康保険直営診療施 

設勘定特別会計予算 

◎日程第５　議案第２４号令和７年度陸別町介護保険事業勘定特別会 

計予算 

◎日程第６　議案第２５号令和７年度陸別町後期高齢者医療特別会計 

予算 

◎日程第７　議案第２６号令和７年度陸別町簡易水道事業会計予算 

◎日程第８　議案第２７号令和７年度陸別町公共下水道事業会計予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　日程第２　議案第２１号令和７年度陸別町一般会計予算から日程 

第８　議案第２７号令和７年度陸別町公共下水道事業会計予算まで、７件を一括議題とし

 ます。

 　提案理由の説明を求めます。

 　本田町長、登壇願います。

　町長（本田　学君）〔登壇〕　議案第２１号令和７年度陸別町一般会計予算ですが、歳

 入歳出予算の総額を４９億６,２２７万７,０００円と定めるものであります。
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　続きまして、議案第２２号令和７年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算です

 が、歳入歳出予算の総額を３億４,５２２万８,０００円と定めるものであります。

　続きまして、議案第２３号令和７年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予

 算ですが、歳入歳出予算の総額を３億３,２９５万２,０００円と定めるものであります。

　続きまして、議案第２４号令和７年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算ですが、歳

 入歳出予算の総額を３億２９２万５,０００円と定めるものであります。

　続きまして、議案第２５号令和７年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算ですが、歳入

 歳出予算の総額を５,３５６万３,０００円と定めるものであります。

　続きまして、議案第２６号令和７年度陸別町簡易水道事業会計予算ですが、支出額の総

額を簡易水道事業費用合計額を１億５,０３４万８,０００円、資本的支出合計額を７,０

 ５９万８,０００円と定めるものであります。

　続きまして、議案第２７号令和７年度陸別町公共下水道事業会計予算ですが、支出額の

総額を下水道事業費用合計額を１億３,６８９万５,０００円、資本的支出合計額を６,３

 ２８万５,０００円と定めるものであります。

 　以上、議案第２１号から議案第２７号まで、７件を一括提案させていただきます。

　内容につきましては、副町長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろしくお

 願い申し上げます。

 　議長（久保広幸君）　今村副町長。

　副町長（今村保広君）　それでは、議案第２１号から議案第２７号まで、一括して説明

 させていただきます。

 　説明に当たりまして、全会計共通の留意事項について申し上げます。

　令和６年度を昨年度、令和７年度を今年度と呼ばせていただきます。大型事業、新規事

業、主要事業を中心に説明させていただき、また、例年と比較し、増減額が軽微であり内

容に大きな差異がない場合は、例年同様の計上でありますという表現をさせていただきま

 す。

　次に、人件費の関係ですが、特別職、一般職、会計年度任用職員の人件費の資料につき

まして、各会計の歳出の事項別明細書の次に給与費明細書、これは前年度当初予算と比較

しております。これをつけてございます。また、議案説明書の資料ナンバー７０番には科

 目別職員数調をつけておりますので、各科目ごとの説明は省略させていただきます。

　それでは、本年度予算の総括について説明しますので、議案説明書、資料ナンバー１６

 の令和７年度陸別町予算総括表を御覧ください。

 　新年度予算と前年度の当初予算額の比較でございます。

　一般会計は、マイナス６,６７１万７,０００円で、特別会計、事業会計も合わせた全会

計では、マイナス２億５,３９９万５,０００円でございます。資料にはつけてございませ

んが、一般会計の経常経費は、昨年度より１億４,１５５万９,０００円の増です。また、

臨時経費、投資的経費の合計は、昨年度と比較しまして、マイナス２億８００万円余りと



― 5 ―

 なっております。

　当初予算に関わる全体的な資料としましては、議案説明書の資料ナンバー１７に地方交

付税の状況、資料ナンバー１８に過疎対策事業の過疎地域の持続的発展特別事業、いわゆ

る過疎ソフトの一覧表がございます。また、資料ナンバー３番に、令和５年度末現在から

令和７年度の今回の予算計上に至るまでの基金の状況をつけた基金別積立金の状況がござ

 いますので、後ほど御覧いただきたいと思います。

 　では、１ページをお開きください。

 　議案第２１号令和７年度陸別町の一般会計予算は、次に定めるところによる。

 　歳入歳出予算。

　第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

 出予算」による。

 　債務負担行為。

　第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担することができる事項、期間

 及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。

 　地方債。

　第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

 目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」による。

 　一時借入金。

　第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は

 １０億円と定める。

 　歳出予算の流用。

　第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の

 金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合

 における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。

 　それでは、事項別明細書で説明します。歳出、４３ページをお開きください。

 　それでは、款ごとに説明してまいります。

　１款１項１目議会費５,０２８万６,０００円の予算計上でございまして、前年度比４１

万円の減です。減額要因は、給料等の人件費の分でございます。４４ページ、１２節委託

 料、こちら研修会の開催費用２９万７,０００円を計上してございます。

　４５ページ、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費２億７,４３１万７,０００円

で、前年比でマイナス１５４万３,０００円でございます。１節の報酬につきましては、

出納窓口の事務補助員の分でございます。４８ページ、１１節役務費、広告料１１万９,

０００円は、職員募集に係る広告掲載料でございます。４９ページ、１７節備品購入費４

２７万６,０００円、こちら大型コピー機及びパソコン５台の更新分でございます。５０

ページ、１８節負担金補助及び交付金北海道自治体情報システム協議会負担金５,７６２
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万５,０００円とございますが、こちら資料ナンバー１９に各科目にわたる金額の内訳な

 どをつけてございます。後ほど御覧ください。

　続きまして、２目文書広報費１,１５２万１,０００円の計上で、前年比４８万７,００

０円の減です。主な減額要因でございますが、１０節需用費の修繕料で、前年は防災行政

 無線のバッテリー交換などがございました。その他は例年同様の計上です。

　５１ページ、３目財産管理費６６万９,０００円。こちら、予算書の印刷費用となりま

 す。

　４目会計管理費２７５万６,０００円の計上で、２６万７,０００円の増です。１０節の

需用費は、決算書の印刷、出納関係帳票の印刷などでございます。１１節役務費、金融機

 関に係る口座振替窓口収納の費用などでございます。

　５２ページ、５目財産管理費３億１,２０１万７,０００円の計上です。前年度より５,

９６９万４,０００円と大きく増えております。この目は、主に財産管理費用で、庁舎、

福祉館、交流館、貸付施設、公用車、りくべつ鉄道などの維持管理や公共施設の除雪、基

金管理、あと地籍図、テレビ中継所、光ケーブル、通信管理、あと、タウンホールの維持

 管理の費用なども含まれております。

　５３ページ、１２節委託料、施設周辺整備、りくべつ鉄道の枕木交換３００本です。こ

れは、腐食し、危険な箇所を交換するもので、３年計画の２年目であり、７７２万２,０

００円の計上をしております。車両等維持委託３,４１０万２,０００円は、りくべつ鉄道

車両１両のエンジン台車のオーバーホール、塗装１台です。資料ナンバー２０につけてご

 ざいます。

　５５ページ、１４節工事請負費、庁舎改修３,５０９万円はエレベーター更新であり、

現在のものが老朽化のため交換部品が入手できないため、計画的に変更するものです。令

和６年にエレベーター更新を前提としたアスベスト検査を実施しており、工事に支障ない

との結論が出てございます。資料ナンバー２１につけてございます。続きまして、産業振

興住宅４,１４５万５,０００円、こちら、ルナコートの暖房設備の更新となります。資料

ナンバー２２となります。続きまして５６ページ、ＬＥＤ改修、１,９５４万２,０００

円、タウンホールのＬＥＤ改修工事でございます。こちらは、資料ナンバー２３となりま

 す。

　１７節備品購入費、４１万６,０００円でございますが、庁舎用の椅子、車両整備用工

具などを購入します。２２節償還金利子及び割引料、こちら、備荒資金組合の譲渡事業の

利用によるもので、令和４年度と令和６年度に公用車２台分がございます。そして、令和

７年度、今年度１台購入するもので、資料ナンバー２４に更新する車両について記載して

ございます。２４節積立金７,５６８万３,０００円の計上で、各基金の利息積立て、いき

いき産業振興基金には約定償還金が含まれております。また、森林環境譲与税基金には、

譲与税の見込額４,６６８万５,０００円が含まれております。こちら、資料ナンバー３と

 なります。
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　５７ページ、６目町有林野管理費４,９６４万円の計上で、先に資料を見ていただきた

いと思います。資料ナンバー２５－１、２５－２に町有林管理事業の収支等を載せてござ

います。予算書に戻っていただきまして、１６節公有財産購入費４２５万２,０００円、

こちら宇遠別地区の山林の購入でございまして、土地が１４万２,７２０平米、７１万３,

６００円、立木３５３万７,９４０円、天然林とカラマツほかでございます。この明細等

 につきましては、資料ナンバー２６に記載してございます。

　続きまして、７目企画費６,４４５万円の計上でございます。６０ページの１１節役務

費、決済システム利用１０１万１,０００円は、ふるさと納税に係る費用でございます。

１７節備品購入費１３万６,０００円は、東京陸別会事務局の携帯電話の電話機の更新ほ

かでございます。次、６２ページ、新しい地方経済・生活環境創生交付金事業負担金１０

０万円でございますが、昨年度までのデジタル田園都市国家構想交付金事業負担金から名

称変更でございまして、ＵＩＪターンの新規就業支援事業で４分の３が補助金でございま

す。通学定期差額補助事業６７６万３,０００円、２６人の対象者を見込んでおります。

令和６年は１９人でございます。地域内交通対策事業、こちらハイヤー助成事業で、前年

とほぼ同等の利用を見込んでおります。資料ナンバー２７でございます。交付金のほうで

ございますが、地域間バス利用促進事業２４７万８,０００円。こちらはバス代の乗車分

の利用助成でございまして、１,０９６件を見込んでおります。移住交流対策事業７５万

 ５,０００円は、移住を応援する会への交付金でございます。

 　６３ページ、８目公平委員会費、例年同様の計上でございます。

 　９目交通安全対策費、こちらも例年同様の計上でございます。

　６４ページ、１０目諸費３８４万９,０００円。こちらは、例年同様の費用のほかに、

１８節負担金補助及び交付金地域集会所等建設及び改修費で１件、２８万円が計上されて

 おります。

　続きまして、１１目交流センター管理費４,４３０万４,０００円の計上で、前年比３３

万４,０００円の減です。１０節需用費から１３節使用料及び賃借料にかけては例年同様

の計上でございますが、１４節工事請負費３５６万３,０００円、こちらはふるさと交流

センターのＬＥＤ改修となります。１７節備品購入費２５万７,０００円、オーロラハウ

 ス用の洗濯機、事務用椅子の更新でございます。

　６６ページ、１２目銀河の森管理費８,２３５万４,０００円の計上で、前年比１億１,

８８４万９,０００円の減額ですが、大きな減額要因でございますが、前年は壁面・屋上

の大規模改修工事を実施したためでございます。１節報酬から１１節役務費までは例年同

様の計上でございます。６９ページ、１２節委託料の中で実施設計１６９万７,０００円

とございますが、大型望遠鏡のシステム等改修委託でありまして、こちらは平成１０年の

開館当時からまだ一度もシステム改修等をしていないので、制御システムの改修、劣化の

一部ある鏡の部分の再メッキ、この辺を同時にやるための効率的な改修方法についての方

法や金額等を設計してもらうということで、施設の延命を図るものでございます。１７節
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備品購入費、コテージ用のストーブ６台の更新ほかです。コテージのストーブにつきまし

ては、最大２４年経過しているものもございます。令和７年度より４か年の計画で全１９

 台を更新する計画でございます。

　７０ページ、１３目地域活性化推進費７２２万４,０００円の計上です。在任中の事業

承継推進員１名に係る費用を計上しています。１２節委託料ミネラルウォーター製造２２

９万４,０００円は、１万５,０００本を製造します。１８節負担金補助及び交付金起業支

援補助金１００万円は、地域おこし協力隊員の定住を促進し、町の活性化起業等に要する

費用を補助するもので、補助率１０分の１０でございます。１００万円を上限に、特別交

 付税措置がございます。

　続いて、７１ページ、２項徴税費１目税務総務費２,１４４万６,０００円の計上。主な

増額要因でございますが、給与費等の人件費であり、その他は例年同様の計上でございま

 す。

　７３ページ、２目賦課徴収費８４０万６,０００円。１２節の委託料で、固定資産鑑定

評価１５２万５,０００円。こちらは３年に一度の実施でございます。７４ページ、１８

節負担金補助及び交付金、北海道自治体情報システム協議会４７０万７,０００円。こち

らは、例年同様の費用のほかに、確定申告支援システムの更新分の費用を計上してござい

 ます。

　３項１目戸籍住民基本台帳費２,８７９万２,０００円。こちらは、１０節需用費の印刷

製本費、戸籍振り仮名の法改正に伴う印刷費が含まれております。１２節の委託料、電算

 機器設置１９１万円は、住基ネットの統合端末の更新費用でございます。

　７６ページ、４項選挙費１目選挙管理委員会費４９７万９,０００円。主な減額要因

 は、こちらは職員給料等の人件費でございます。

　７７ページ、２目参議院議員選挙費６５３万円、７月２８日任期満了の参議院議員選挙

に係る費用を計上してございます。１７節の備品購入費７４万８,０００円は、投票用紙

 の自動読み取り装置の購入であります。

　７９ページ、５項統計調査費１目指定統計調査費３７６万３,０００円。令和７年度は

 国勢調査の本調査がございまして、その費用を計上しております。

　８０ページ、６項１目監査委員費２１１万８,０００円。減額については、８節の旅費

 の分となっております。

　８０ページ、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費３億９,６２２万９,０００

円。前年比１,４２６万８,０００円の増でございます。この中で、８３ページを御覧いた

だきます。１２節委託料、相談支援センター事業７１６万円。こちらは、新たに障害者の

相談支援業務を推進するため、事業者に委託するための費用であり、資料ナンバー２８に

記載してございます。成年後見実施機関設置事業１７２万５,０００円。市民後見人養成

講座の事業でございまして、３年に１回計上させていただいております。１４節工事請負

費３９５万６,０００円。こちら防犯灯のＬＥＤ改修、新設・撤去工事で、ほぼこれで防
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犯灯のＬＥＤ改修が終わったことになります。８４ページ、１８節負担金補助及び交付金

社会福祉協議会補助金２,３８５万７,０００円。こちらは資料ナンバー２９でございます

が、補助金の算定内訳書をつけてございますので、こちらも後ほど御覧いただきたいと思

います。１９節扶助費１億９,１２０万１,０００円。これは、それぞれの見込額を計上し

てございます。８５ページ、冬季生活支援事業２００万円。１世帯１万円で２００世帯分

を計上しております。成年後見申立費用助成２４万円。こちら２名分でございます。２７

節繰出金、国保会計分で２,４１６万５,０００円。前年比５２万円の増です。介護保険分

 で４,９２２万２,０００円で、前年比１３４万円の増です。

　８６ページ、２目老人福祉費１億５,４１０万円。こちらは、７節報償費の敬老祝金で

ございますが、喜寿４７名、米寿１３名でございます。８８ページ、１２節委託料、施設

等管理運営業務２,３４０万円は福寿荘の管理運営費でございまして、資料ナンバー３０

となります。介護職員資格取得事業１９１万４,０００円は、こちらは２年前に実施して

ございまして、各関係機関からの要望を踏まえて今回実施するものでございます。ケア付

き一時住まい事業１,３２２万９,０００円。こちらは、資料ナンバー３１を御覧いただき

たいと思います。１４節工事請負費５１万６,０００円。ふれあいの郷のＬＥＤ改修工事

でございます。８９ページ、１７節備品購入費４９万１,０００円。保険者用のパソコン

端末機更新とふれあいの郷のガスコンロの更新でございます。１８節負担金補助及び交付

金の介護サービス利用者負担軽減事業２７７万７,０００円。こちらは、特養などの入所

者の負担軽減であり、道補助が７５％あります。デイサービス運営事業２,１８８万３,０

００円。こちらは資料ナンバー３３を後ほど御覧いただきたいと思います。老人福祉施設

等整備事業４５５万４,０００円は、同じくデイサービス施設のＬＥＤ改修工事で、資料

ナンバー３２となります。１９節扶助費、老人福祉施設入所措置費４６０万円は、２名分

 の計上です。

　３目後期高齢者医療費１８節負担金補助及び交付金後期高齢者医療広域連合負担金３,

４７３万１,０００円は、広域連合からの通知額でございます。２７節繰出金後期高齢者

 医療特別会計繰出金は１,７９５万円です。

　９０ページ、２項児童福祉費１目児童福祉総務費９６４万９,０００円は、こちら７節

報償費、出産祝い金１８０万円。１６人が対象です。第３子までが１４人、第４子からが

２人となります。１９節扶助費、子育てステップアップ応援給付金事業、３０名です。１

 ５歳児が１７名、１８歳児が１３名となります。

　９１ページ、２目児童福祉施設費８,０７３万３,０００円。９５ページの１４節工事請

負費６００万４,０００円、保育所のＬＥＤ改修工事でございます。こちらは資料ナン

バー３４になります。１７節の備品購入費８万６,０００円は、ラミネーターなどを購入

 します。

　続きまして、９６ページ、３目児童措置費２,８６８万円、こちら児童手当の経費であ

 り、１７３名分の計上でございます。
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　４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費６,４４２万４,０００円。こちら主な増

額要因は、職員給料等の人件費分の増でございます。９８ページ、１８節負担金補助及び

交付金保健業務インターシップ事業２３万５,０００円。こちらは保健師等の採用前に職

場体験を実施するための旅費等の助成でございまして、それにより採用を促すためのもの

 でございます。

　９８ページ、２目保健衛生施設費５,６９９万円、前年比２,４５７万１,０００円の増

でございます。１００ページを御覧いただきたいと思います。１２節委託料としまして、

施設設備改修２０９万７,０００円。こちらは、浴場の濾過器の薬液タンクの交換費でご

ざいます。１４節工事請負費、保健センター、社会福祉協議会のエアコン設置工事１,４

４７万７,０００円。資料ナンバー３５でございます。続いて、保健センターのＬＥＤ改

修工事８７７万８,０００円。主に共用廊下、会議室を中心に実施するもので、資料ナン

 バー３６を御覧いただきたいと思います。１７節備品購入費は、電気ポットの更新です。

　１００ページ、３目予防費１,９６４万円。１０１ページの７節報償費でございます

が、ウオーキング等を対象とした健康づくり事業を新たに実施します。該当者への記念

品、講師謝礼等の費用を計上してございます。１０２ページ、１２節委託料、各種健診事

業６８３万３,０００円、各種予防接種６５０万６,０００円は、資料ナンバー３７から３

９－３まで、内訳をつけてございますので、後ほど御覧いただきたいと思います。１８節

負担金補助及び交付金、北海道自治体情報システム協議会２５３万６,０００円は、健康

カルテシステムの標準化移行に伴う経費でございます。１９節扶助費、生殖補助医療費等

助成６３万２,０００円は、令和６年まで特定不妊治療費として予算計上してございまし

 たが、北海道の事業と併せて一体化した事業とするもので、今回創設しております。

　１０３ページ、４目環境衛生費５０３万２,０００円。減額の要因でございますが、前

 年は地球温暖化実行計画地域施策編の作成費用を計上したものでございます。

　１０４ページ、５目診療所費２億１６５万４,０００円。２７節繰出金診療所特別会計

 への繰出金となります。

 　２項清掃費１目清掃総務費４６８万８,０００円、ほぼ例年同様の計上です。

　１０５ページ、２目塵芥処理費８,２２３万７,０００円。１２節委託料、塵芥収集等業

務５,７４０万７,０００円は、一般廃棄物を収集運搬、分別処理するための費用を委託す

るものでございます。資料ナンバー４０を後ほど御覧いただきたいと思います。１８節負

担金補助及び交付金十勝圏複合事務組合９７２万７,０００円は、帯広市にある共同ごみ

処理施設の運営分担金であります。一般廃棄物処理負担金１,０６４万５,０００円は、こ

 れは足寄町にある池北三町の共同ごみ処理施設に係る運営分担金です。

　１０６ページ、３項水道費１目専用水道費９６９万６,０００円。１０７ページの１７

節備品購入費を御覧いただきたいと思います。４４万６,０００円は、水道メーター及び

 スマートメーターの無線端末機の購入費用となります。

　１０８ページ、２目水道費、２７節繰出金７,９９９万９,０００円。簡易水道事業会計
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 への繰出金でございます。

 　５款労働費１項１目労働諸費２８万９,０００円、例年同様の計上です。

　２目雇用対策費１,７８５万３,０００円。１０節需用費から１５節原材料費までは緊急

雇用対策事業でございます。主に冬期間の閑散期における雇用対策事業で、令和６年は３

３人が対象となっております。１８節負担金補助及び交付金地元雇用促進事業、２０名分

 を見ております。人材確保対策事業は１０件を計上しております。

　１０９ページ、６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１,５６５万２,０００

 円。農業委員会経費であり、例年同様の計上でございます。

　１１１ページ、２目農業総務費７,０８３万７,０００円。この科目は職員人件費のみの

 計上であります。

　１１２ページ、３目農業振興費１億６７３万３,０００円。前年比７３７万４,０００円

の増でありまして、１１３ページ、１８節負担金補助及び交付金を御覧いただきたいと思

います。新規就農者育成総合対策事業５２５万円は、新規就農が開始した方への補助金で

あり、こちら全額道補助の対象となります。新農業人育成事業３８８万円、こちら新規就

農志向者２名分の実習奨励金ほかとなります。こちらについては、資料ナンバー４１を御

覧いただきたいと思います。陸別町農業近代化資金利子補給事業６８６万４,０００円、

資料ナンバー４２となります。中山間地域直接支払事業交付金５,４２０万５,０００円。

こちらは資料ナンバー４３、４分の３の財源がございます。多面的機能支払事業２,１７

８万４,０００円。こちらは、鹿柵や改修や農作業道の改修を実施するもので、こちらも

４分の３の財源がございます。資料ナンバー４４となります。新農業人育成事業、営農指

 導交付金２４０万円は２人分の指導でございます。

　４目畜産業費１億１,０７８万６,０００円。１１５ページ、１８節負担金補助及び交付

金家畜糞尿共同処理施設運営支援補助金４,０００万円、バイオガスプラントの運営支援

補助でございます。２０節貸付金、家畜導入貸付金６,０００万円。優良家畜導入支援事

 業でございまして、こちら資料ナンバー４５をつけてございます。

　５目農地費１億８９万７,０００円。１１６ページ、１２節委託料、農業用施設維持管

理２６２万３,０００円。土砂の埋塞除去作業でございまして、楽農橋の橋梁点検４４０

万円と併せて、資料ナンバー４６を御覧いただきたいと思います。１８節負担金補助及び

交付金道営事業でありまして、農道整備事業トマム第２地区分が５,６２５万円。こちら

は資料ナンバー５－１及び５－２となります。同じく道営事業で、陸別第２地区草地基盤

 整備事業分が３,４６５万円、こちら資料ナンバー４７になります。

　１１７ページ、６目営農用水管理費８,３１４万３,０００円。１４節工事請負費でござ

いますが、配水管新設１,１０６万６,０００円。こちらは資料ナンバー４８でございます

が、道営事業に伴う上陸別地区の営農用水の配水管の新設、給水切替工事４件分でござい

ます。１７節備品購入費３４万８,０００円、営農用水施設の水道メーター及びスマート

メーターの購入分でございます。１８節負担金補助及び交付金道営土地改良事業地元負担
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金５,２８２万７,０００円。道営の担い手畑地帯総合整備事業第２上陸別のものであり、

 資料ナンバー６－１及び６－２に記載してございます。

　１１９ページ、７目公共草地管理費３６５万５,０００円、例年同様の計上でありま

 す。

　１２０ページ、８目農畜産物加工研修センター管理費２,５９４万３,０００円。１２２

ページに１４節工事請負費がございます。加工室の床修繕８５万８,０００円、ＬＥＤ改

修工事で４３８万７,０００円となります。資料ナンバー４９にございますので、後ほど

 御覧いただきたいと思います。

　１２３ページ、２項林業費１目林業振興費１億４,０６７万円。１２節委託料地域山林

活性化推進事業２５３万６,０００円は、森林流動化の対策推進事業でございます。譲与

税対象事業となっております。１２４ページ、１４節工事請負費治山工事２,３９１万５,

０００円は、宇遠別地区の小規模治山事業でありまして、資料ナンバー５０を後ほど御覧

いただきたいと思います。１２５ページ、１８節負担金補助及び交付金民有林造林促進事

業４,４６６万３,０００円と豊かな森づくり推進事業２,０００万円につきましては、資

料ナンバー５１を御覧いただきたいと思います。森林担い手対策推進事業６２０万円、私

有林整備事業３,８９１万円、いずれも森林環境譲与税事業であり、資料ナンバー５２を

御覧いただきたいと思います。令和７年度の森林環境譲与税額は、４,６６８万４,０００

 円でございます。

　２目狩猟費１,３１０万２,０００円、７節報償費、奨励金１,１３３万１,０００円。エ

ゾシカ１,４００頭の駆除でございます。令和６年度の当初は１,０００頭でございまし

て、その後、補正で増としておりますが、令和７年度は当初から１,４００頭の駆除を計

上してございます。１８節負担金補助及び交付金有害鳥獣駆除従事者育成補助金１３万

 ７,０００円。１名分でございます。

　１２６ページ、３目林道新設改良費２,０４６万円。１２節委託料は、林道の維持管理

５５６万円で、林道弥生クンネベツ線ほかの路面排水などであります。１４節工事請負費

林道法面補修工事は、林道川向クンネベツ線などでありまして、資料ナンバー５３に工事

 概要等をつけてございます。

　１２６ページ、７款商工費１項商工費１目商工総務費２,６７８万５,０００円。この目

 につきましては、職員人件費でございます。

　１２７ページ、２目商工振興費１億５,１８５万８,０００円。１８節負担金補助及び交

付金の商工振興事業でございますが、２,２５６万４,０００円で、商工会の運営補助金で

あります。資料ナンバー５４をつけてございます。商業活性化施設運営事業１３６万８,

０００円は、複合施設ぷらっとの共用部分の管理運営費でございます。１２８ページ、小

規模企業等振興事業１,０００万円。令和６年の実績は、今現在３７件でございます。日

 産自動車購入助成事業３００万円。令和６年度の今現在、２件であります。

　１２８ページ、３目観光費２,４７８万８,０００円。１２節委託料、観光動向等調査１
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０５万円は、池北三町の道の駅を中心とした連携事業でございまして、２町から７０万円

の負担があり、陸別町が業務委託するということになります。１２９ページ、１８節負担

金補助及び交付金観光協会補助金６０４万４,０００円。観光パンフの制作などの費用で

ございます。令和６年度より９４万９,０００円の増となっております。しばれフェス

ティバル開催事業９０５万円。こちら、ステージショーなどの費用の増などがございまし

て、令和６年度より１３５万円の増となっております。オフロードレース開催事業２００

万円。こちらコースの整備にかかる費用が増えているということで、令和６年度より３０

 万円の増となっております。

　４目公園費１,１２４万７,０００円。１３０ページの１２節委託料でございますが、公

園草刈り２６４万６,０００円は、宮の森風景林、カネラン峠、イベント広場の草刈り分

でございます。施設設備等整備９万６,０００円。こちらは老朽化の著しいカネラン峠の

案内板撤去費用であります。１４節工事請負費２６５万９,０００円は、イベントセン

 ター及び駅前多目的広場のＬＥＤ改修工事でございます。

 　１３１ページ、５目消費者対策費１３万円。消費生活相談員謝礼等でございます。

　続きまして、８款土木費１項土木管理費１目土木総務費５,７８０万８,０００円。この

 目は職員人件費でございまして、例年同様の計上です。

　１３３ページ、２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費７,１１４万２,０００円。

こちら１３４ページの１７節備品購入費でございますが、公用車３,９２７万円、除雪用

ドーザの購入であり、国の補助を受けております。資料ナンバー５５に購入車両等の資料

 がございますので、後ほど御覧いただきたいと思います。

　２目道路維持費１億６,６３１万１,０００円。町道の維持管理に係る経費でありまし

 て、資料ナンバー５６に委託料、工事請負費の工事概要、金額が記載されております。

　１３５ページ、３目橋りょう維持費９,９７８万４,０００円。１２節委託料の測量試験

費２,１０１万円は、曙橋の設計費とＰＣＢの含有塗膜調査の１７橋分などでございま

す。１４節工事請負費橋りょう補修工事７,８４０万円は、斗満橋の改修と第３岡山橋の

改修などであります。資料ナンバー５７に橋梁分の工事概要等をつけてございますので、

 御覧いただきたいと思います。

　４目道路新設改良費５,４１４万９,０００円。１３６ページの１４節工事請負費道路改

良工事４,０００万円。トマム川沿線の舗装工事で４８０メートル分でございます。歩道

改良工事１,１５０万円、こちら東１条仲通り、川向栄町線の２か所となります。こちら

 は資料ナンバー５８に記載してございます。

 　５目街路灯費４６８万１,０００円、街路灯にかかる電気料及び修繕となります。

　１３７ページ、３項河川費１目河川総務費２,１６７万６,０００円。１４節工事請負費

の２,０２９万５,０００円は、普通河川の豊作川及び普通河川の作集川の河川補修工事で

 あり、資料ナンバー５９を御覧いただきたいと思います。

 　４項住宅費１目住宅管理費２,４５７万６,０００円は、公営住宅の管理費であります。
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　１３８ページ、２目住宅建設費２,４５１万３,０００円。こちら１３９ページの１４節

工事請負費２,３８９万２,０００円は、新町団地４戸ほかの第１若葉団地などの屋根塗装

 工事でございます。

　５項１目下水道費１億３６万４,０００円。２７節繰出金は、公共下水道事業会計への

 繰出金でございます。

　９款１項１目消防費１億９,４６９万７,０００円。１節の報酬から１３節使用料及び賃

借料まで、例年同様の計上でございます。１４１ページ、１４節工事請負費設備改修工事

５１０万８,０００円は、消防庁舎の事務室等のＬＥＤ改修工事でございます。１７節備

品購入費１０万８,０００円は、新入消防団員の防火衣でございます。１８節負担金補助

及び交付金とかち広域消防事務組合負担金１億７,１１５万４,０００円でございますが、

１９２ページから１９５ページがこの明細になってございますので、後ほど御覧いただき

 たいと思います。

　続きまして１４２ページ、２目災害対策費２６４万２,０００円。１７節備品購入費４

 ９万８,０００円は、防災用の非常食料と非常用の暖房器具等の購入でございます。

　１４３ページ、１０款教育費１項教育総務費１節教育委員会費１６８万３,０００円。

 １節報酬から１８節負担金補助及び交付金まで、例年同様の計上でございます。

　１４４ページ、２目事務局費８,８９６万１,０００円。こちらも、２節給料から１１節

役務費まで、例年同様の計上でございます。１４６ページの１２節委託料でございます

が、設備改修７５万４,０００円、こちら教員住宅２件の給湯器交換費用でございます。

 ２０節貸付金の奨学資金貸付は、新規分４名を見込んでおります。

　３目教育振興費２,３７１万円、１節報酬会計年度任用職員報酬は、英語指導助手、教

 育推進員、学習支援員、特別支援員、教育支援センター職員などの費用を見ております。

　１４９ページ、４目スクールバス運行管理費４,７４０万４,０００円。主な増額要因で

 ございますが、委託料における人件費の増であります。

 　５目教育研究所費４１万３,０００円、例年同様の計上です。

　１５０ページ、２項小学校費１目学校管理費２,１０１万２,０００円。小学校の維持管

理費用でございまして、１５２ページの１７節備品購入費２２万円、聴力検査機器ほかを

 購入します。

　２目教育振興費８７６万３,０００円。１５４ページの２２節償還金利子及び割引料の

譲渡事業償還金２万８,０００円は、資料ナンバー６０でございますが、小学校の教師用

パソコン及びサーバーの更新費用で、備荒資金組合の譲渡事業を利用して償還します。償

還総額は１,１７９万４,０００円で、令和１１年までの償還となります。また、同じく中

 学校のパソコンについても、後ほど同様の事業で進めてございます。

　続きまして、３項中学校費１目学校管理費３,２１４万２,０００円。１５６ページ、１

４節工事請負費建物等改修工事９１７万円、中学校の特別教室の屋根の改修工事でござい

ます。雨漏りが一部にありまして、今まで応急的な修繕で対応しておりましたが、今回屋
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 根の一部に防水工事をするということになります。資料ナンバー６１となります。

　２目教育振興費１,１２１万５,０００円。１５７ページ、１８節負担金補助及び交付金

制服購入費助成４０万４,０００円。転入者分を含めまして１０名分の計上となります。

修学旅行費交付金事業５１万円。こちら１７名分を見ております。２２節の償還金利子及

び割引料、譲渡事業償還金２万７,０００円は、小学校と同じ、先ほどの資料ナンバー６

 ０となります。

　１５８ページ、４項社会教育費１目社会教育総務費１,６１４万９,０００円。この中で

は１６０ページ、１８節負担金補助及び交付金道内英語研修派遣事業１６９万３,０００

円、２泊３日で生徒２１名分の経費でございまして、引率４名分はこの科目ではなく旅費

 で見ております。

　２目公民館費１,４００万６,０００円、公民館管理費用であり、１６２ページの１７節

 の備品購入費でございますが、管理用図書のほか、事務用ノートパソコンを購入します。

　３目文化財保護費２１４万３,０００円。１２節委託料でございますが、施設周辺整備

１８７万７,０００円の中には、史跡ユクエピラチャシの例年同様の景観維持作業のほか

に、木柵の修繕、あと木製階段の修繕も実施します。 

　１６３ページ、５項保健体育費１目保健体育総務費３０５万８,０００円、例年同様の

 計上であります。

 ○議長（久保広幸君）　１１時１５分まで休憩といたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１０時５６分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午前１１時１５分 

 ○議長（久保広幸君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。

 　今村副町長。

○副町長（今村保広君）　それでは、予算書１６４ページを御覧いただきたいと思いま

 す。

　２目体育施設費４,５０１万円、ここの目は１節報酬から１１節役務費まで、例年同様

の計上でございますが、１６６ページの１２節委託料、体育施設維持管理１,５４１万円

ございますが、スケートリンクの造成維持管理、パークゴルフ場、各施設の草刈りなどが

入ってございます。基本実施設計２,０２４万円、こちら町民プールの基本・実施設計費

でございまして、前年に耐震化調査を実施した結果を踏まえて、全面改修を進めるための

 設計費でございます。

　３目学校給食費６,８６４万２,０００円。１６９ページ、１７節備品購入費２１万１,

０００円は、消火器及び管理用掃除機でございます。資料ナンバー６２に給食センターの

 運営事業を記載してございますので、後ほど御覧いただきたいと思います。

　１６９ページ、１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目農業用施設災害復

旧費１８万５,０００円、２目の林業用施設災害復旧費８万１,０００円、こちら、いずれ

 の目も例年同様の計上でございます。
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　１７０ページ、２項公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧費１３万１,０

 ００円、例年同様の計上です。

　１２款１項公債費１目元金と２目利子の合計額５億９,９３９万２,０００円の計上で、

前年より４,３４２万１,０００円増加しております。公債費の償還に当たりましては、減

 債基金から２億円取り崩し、一般財源として充当してございます。

 　１３款１項１目予備費、例年同様４００万円の計上です。

　１７３ページから１９１ページまでは、給与費明細書のほか、予算に関する各種調書等

 をつけてございます。参考として、後ほど御覧いただきたいと思います。

 　以上で歳出を終わりまして、歳入、１４ページをお開きください。

　１款町税１項町民税１目個人１億１,１０２万７,０００円の計上でございます。税の予

 算については、前年度の課税状況等により算出しております。

 　２目法人１,２０９万円。

　２項１目固定資産税１億９,１０２万６,０００円、前年比１,９６８万２,０００円の増

 です。こちらも実績を踏まえてございます。

 　２目国有資産等所在市町村交付金７４４万６,０００円。

　３項軽自動車税１目環境性能割４６万３,０００円、２目種目別７３５万９,０００円、

 いずれも実績見込みです。

 　４項１目町たばこ税２,０７７万６,０００円。

 　２款地方譲与税１項１目自動車重量譲与税５,３４３万１,０００円。

 　２項１目地方揮発油譲与税１,７００万８,０００円。

 　３項１目森林環境譲与税４,６６８万４,０００円。

 　３款１項１目利子割交付金１０万４,０００円。

 　４款１項１目配当割交付金９６万１,０００円。

 　５款１項１目株式等譲渡所得割交付金１０９万８,０００円。

 　６款１項１目法人事業税交付金５７０万７,０００円。

　７款１項１目地方消費税交付金６,２７４万円、こちら内訳が地方交付税の交付金分が

２,９４６万２,０００円で、社会保障財源の交付金分で３,３２７万８,０００円となりま

 す。

 　８款１項１目環境性能割交付金８４９万８,０００円。

　９款１項１目地方特例交付金１３４万４,０００円、定額減税分の加算が昨年度より

 減っております。

 　２項１目新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金４９万円。

　１０款１項１目地方交付税２２億３,３２３万円は、前年比３,５７８万２,０００円の

増で、普通地方交付税分が２０億３,３２３万円、特別地方交付税が２億円の計上です。

 資料ナンバー１７に地方交付税の状況をつけてございます。

 　１１款１項１目交通安全対策特別交付金、科目存置です。
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　１２款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金２,７６５万円は、道営事

 業の陸別第２地区の草地畜産基盤整備事業の受益者分担金でございます。

　１８ページ、２項負担金１目民生費負担金１００万３,０００円は、町外の養護老人

 ホームへの入居者からの徴収金です。

　１３款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料４,７４８万９,０００円、こちらは

１節行政財産使用料から４節ふるさと交流センター使用料までは、例年同様の計上でござ

います。１９ページの５節銀河の森宇宙地球科学館等使用料は、コテージ等使用料が前年

比、こちら条例改正で値上げしたこともございまして、４０２万４,０００円の増で見込

 んでおります。８９８棟分を見込んでおります。

　２目民生使用料５８５万５,０００円、福寿荘使用料、福祉住宅からまつハウスの使用

 料などを計上しております。

　３目衛生使用料８２７万９,０００円。浴場使用料は８,５４４人を見込んでおります。

墓地使用料、合葬墓使用料として５０人分を計上してございます。２節水道使用料５２０

 万円、こちら小利別地区の専用水道で４０戸分です。

　４目農林水産使用料５０５万１,０００円。２節営農用水使用料４９０万円であります

 が、上陸別地区４１件、トラリ地区２２件分の合計であります。

 　５目商工使用料１万７,０００円、例年同様でございます。

　２０ページ、６目土木使用料５,７９０万３,０００円。こちら、減額要因は住宅使用料

 でございます。

 　７目教育使用料１９０万６,０００円、例年同様の計上であります。

　２項手数料１目総務手数料１３５万８,０００円、こちら例年同様でございまして、実

 績により算定しております。

 　２目衛生手数料７３４万４,０００円、こちらも例年同様の計上であります。

 　３目農林水産手数料１万２,０００円、例年同様の計上であります。

　２２ページ、１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金１億４,０６９万９,０

００円の計上です。１節社会福祉費負担金、国民健康保険事業保険基盤安定負担金と、そ

の下の未就学児均等割保険料負担金は、国保軽減措置に係る保険者支援分であります。障

害者介護給付費負担金から２節児童福祉費負担金の障害児相談支援費負担金まで、いずれ

も２分の１の国の負担分であります。２節児童福祉費負担金の児童手当負担金２,２９３

万円、こちら、年代ごとの計算により算出しており、児童手当の支給総額２,８６８万円

でございますので、約８割分の歳入となります。子どものための教育・保育給付費負担金

 は、児童数により算出して計上しております。

　２３ページ、２目衛生費負担金３６万２,０００円。こちら、新型コロナウイルスの予

 防接種健康被害給付費負担金で、歳出が同額となります。

　２項国庫補助金１目総務費補助金１,４３６万７,０００円は、デジタル基盤改革支援補

助金で、自治体の情報システムの標準化に要する費用の改修費の１００％補助でございま
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 す。

　２目民生費補助金１節社会福祉費補助金４６８万５,０００円は、地域生活支援事業費

補助金が２分の１で、生活困窮者就労準備支援事業費等補助金が４分の３となります。２

節児童福祉費補助金３６３万４,０００円は、子ども・子育て支援交付金が３分の１で、

 出産・子育て応援事業交付金が３分の２です。

 　３目衛生費補助金５万８,０００円は、妊婦健康診査事業等補助金でございます。

　４目農林水産業費補助金４４０万円は、楽農橋の橋梁点検事業に係る補助金で１０分の

 １０でございます。

　５目土木費補助金７,８２６万円、１節道路橋りょう費補助金、建設機械整備費補助金

２,３００万円。これが除雪ドーザ１台分の補助金となります。橋りょう長寿命化修繕事

業補助金４,４４０万円は、歳出でございます、斗満橋と第３岡山橋のほかの補修改修と

設計費の補助も入っております。２節住宅費補助金、社会資本整備総合交付金１,０８６

 万円、こちら公営住宅の屋根塗装工事等の補助金で、２分の１となります。

 　６目教育費補助金１０万６,０００円。各学校の就学奨励費補助金となります。

　２４ページ、３項委託金１目総務費委託金１節総務管理費委託金１３７万８,０００円

は、例年同様でございます。２節選挙費委託金４８１万円は、参議院議員選挙委託金でご

 ざいます。

 　２目民生費委託金は、例年同様の計上です。

　１５款道支出金１項道負担金１目民生費負担金、民生委員活動負担金は定額助成。国民

健康保険事業の保険基盤安定負担金と未就学児均等割保険料負担金は４分の１。２５ペー

ジの１行目、後期高齢者医療の保険基盤安定負担金は４分の３。障害者介護給付費負担金

２,１３１万２,０００円から低所得者保険料軽減負担金９２万７,０００円、ここまでは

４分の１の負担となります。２５ページ、２節児童福祉費負担金の児童手当負担金は、

ルール計算によるものになります。障害者介護給付費負担金から障害児相談支援費負担金

までは４分の１の道負担であり、子どものための教育・保育給付費負担金は、ルール計算

 でございます。

　２６ページ、２項道補助金１目総務費補助金１１９万５,０００円は、地域づくり総合

交付金となります。防災用の備蓄品等の購入事業分となります。新しい地方経済・生活環

 境創生交付金７５万円は、事業名変更でございます。４分の３の補助率でございます。

　２目民生費補助金１,４１７万８,０００円。１節社会福祉費補助金、重度心身障害者医

療費補助金から乳幼児医医療費補助金までは、補助率が２分の１。地域生活支援事業費補

助金が４分の１。老人クラブの運営事業費補助金が基準額の３分の２です。権利擁護人材

育成事業補助金がおおむね１０割。２節児童福祉費補助金、子ども・子育て支援交付金、

国庫補助金と同額の計上であります。保育料軽減支援事業費補助金は、多子世帯の軽減措

 置で、基準額の２分の１です。出産・子育ての応援事業交付金は６分の１。

 　３目衛生費補助金２３万３,０００円、こちら例年同様の計上です。
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　４目農林水産業費補助金１億９８３万３,０００円は、新規就農者育成総合対策事業補

助金は５２５万円、歳出同額です。次世代農業促進生産基盤整備特別対策事業３５０万円

は、道営事業の陸別第２の基盤整備事業に伴う道費分です。２節林業費補助金は、例年同

 様の計上であり、２８ページ、小規模治山事業は宇遠別地区で、２分の１の補助です。

 　５目教育費補助金１３万４,０００円は、例年同様の計上です。

　３項委託金１目総務費委託金、２９ページから５目土木費委託金までは、権限移譲など

による委託金で、１,００２万７,０００円の計上でございます。２８ページ、１目総務費

委託金４節統計調査委託金３６６万７,０００円は、国勢調査分の委託費が３６２万５,０

 ００円含まれています。

　２９ページ、１６款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４,３７２万６,０００

円は、１節土地建物貸付収入、こちらは実績に合わせての計上です。３０ページ、２節通

 信設備貸付収入、光ファイバー網貸付収入は、６２６件分でございます。

　２目利子及び配当金４２６万５,０００円は、前年比３３８万３,０００円の増でござい

ますが、ふるさと整備基金のうち１億円を有価証券として北海道債を保有してございま

 す。長期金利の上昇分も若干ございまして、それらが主な増額要因となっております。

 　３１ページ、２項財産売払収入１目不動産売払収入、科目存置であります。

　２目物品売払収入１節生産物売払収入９９０万円。素材売払は間伐材で、トマム地区、

１３.５７ヘクタール、アカエゾです。立木売払分は、分線でカラマツ、約８ヘクタール

 分で、林齢は５６年になります。

　１７款寄附金１項寄附金１目一般寄附金、２目指定寄付金、両方とも科目存置でありま

 す。

　１８款繰入金１項特別会計繰入金１目後期高齢者医療特別会計繰入金２５万５,０００

 円。これは、高齢者のがん検診費用で、一般会計に繰り入れするものでございます。

　３２ページ、２項基金繰入金１目財政調整基金繰入金は、１億６,０００万円で、前年

 度より３,０００万円の増となっております。

　２目減債基金繰入金は、２億円で前年同額。以下、特定目的の基金につきましては、説

 明欄に記載の事業にそれぞれ充当することとなります。

 　３目ふるさと整備基金７,２９０万円で、前年比２,８００万円の増。

 　４目いきいき産業支援基金繰入金は８,０２０万円で、前年比５６０万円の減。

　５目ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金は４,５８０万円で、３,４４０万円の

 増。

 　６目町有林整備基金繰入金は１,１１０万円。

 　７目地域福祉基金繰入金は５,１７０万円で、前年比５１０万円の増。

 　８目公共施設等維持管理基金繰入金は６４０万円で、前年比２１０万円の増。

　９目学校給食センター管理運営基金繰入金は３,２７０万円で、前年比８８０万円の

 増。
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 　１０目スポーツ振興基金繰入金は５０万円で、同額。

　１１目森林環境譲与税基金繰入金は４,７６４万６,０００円で、前年比７３４万２,０

 ００円の増。

 　１２目地球温暖化対策基金繰入金は２,８５０万円で、前年比７,１５０万円の減。

 　３４ページ、１９款１項１目繰越金は前年度繰越金で、１,０００万円で同額です。

 　２０款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金５万円、前年同額です。

 　２目加算金は、科目存置。

 　３５ページ、２項１目町預金利子５万５,０００円。

　３項貸付金元利収入、１目家畜導入貸付金収入２,４７２万４,０００円は、優良家畜導

 入貸付金の償還金で、約定償還分の計上です。

 　２目貸付金元利収入は、前年同額。

 　３目奨学資金貸付金収入は、１５４万２,０００円。

 　４項雑入１目滞納処分費は、科目存置。

　２目弁償金８７万６,０００円。このうち損害賠償金は、光ファイバーの切断事故等の

 分を計上しております。

　３６ページ、３目雑入１節介護予防支援報酬、介護予防サービス計画作成に係る報酬と

なります。２節居宅介護支援報酬は、居宅介護サービスの計画作成報酬であります。３節

高齢者福祉施設負担金、福寿荘の入居者負担金であります。４節学校給食費等は、人数を

言います。園児４７名、小学生６８名、中学生５３名、職員等で５２名となります。５節

電話使用料１万９,０００円。６節電気等使用料は、例年同様の計上です。７節子育て支

 援対策徴収金３万１,０００円。

　８節雑入３,３４９万２,０００円の計上で、この節は、ほかの項目に属さない歳入を計

上してございます。３８ページ、ケア付き一時住まい事業利用料２２２万４,０００円で

ございますが、２人分で、延べ日数で６３６日を見込んでおります。３９ページの中段、

派遣職員分給与負担金４７８万７,０００円から派遣職員分の福祉協会負担金２,０００円

までは、令和７年度から２年間、十勝町村会事務局へ職員を派遣する費用分でございま

す。支障物件移設補償費５８５万２,０００円は、道営事業に伴う光ファイバーの移設補

償であります。保健介護一体的実施推進事業委託料の３３０万円は昨年度と同額で、この

 事業に要する保健師の人件費の一部が交付されております。

　４０ページ、２１款１項町債は、総額５億６,０２０万円でございまして、前年比マイ

ナス１億９,６４５万２,０００円でございます。借入予定事業につきましては説明欄のと

 おりでございますので、説明に合わせて説明欄の御確認をいただきたいと思います。

 　１目総務債１億４,６１０万円。

 　２目民生債１,２３０万円。

 　３目衛生債２,３３０万円。

 　４目農林水産業債１億５,６００万円。
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 　４１ページ、５目商工債１６０万円。

 　６目土木債１億７,０９０万円。

 　４２ページ、７目消防債２,９８０万円。

 　８目教育債２,０２０万円。

　なお、４０ページの総務債、１行目過疎地域持続的発展特別事業につきまして、いわゆ

 る過疎ソフト事業は、資料ナンバー１８に明細をつけております。

 　以上で歳入終わりまして、７ページをお開きいただきたいと思います。

　第２表債務負担行為で、左から事項、期間、限度額を記載してあります。全部で６件ご

 ざいます。

　北海道市町村備荒資金組合の車両の譲渡代金は、期間が令和８年度から令和１１年度で

３５５万６,０００円。続きまして、同じく備荒資金組合でございますが、防災資機材の

譲渡代金ということで、小学校の校務用の電算機器、期間が令和８年から令和１１年度と

いうことで１,１７６万８,０００円。その次も、同じく備荒資金組合の防災資機材の譲渡

代金ということで、中学校の同じく校務用のパソコンで、期間同じで令和８年から令和１

１年度、金額１,１２９万９,０００円。続きまして、令和７年度大家畜特別支援資金利子

補給が、令和８年度から令和３２年度まで２２４万８,０００円。同じく、令和７年度陸

別町農業近代化資金利子補給が、令和８年度から令和１６年度で２６７万９,０００円。

令和７年度陸別町中小企業経営安定資金利子補給が、令和８年度から令和１７年度で３４

 ０万１,０００円でございます。

 　第３表地方債であります。

 　起債の目的と限度額であります。

　一般単独事業が、一般事業分で産業振興住宅の改修ほか、全部で２事業ありまして４,

１８０万円。緊急防災・減災事業、これは一般単独事業の中ですが、庁舎改修事業などで

３事業ございまして７,９５０万円。緊急自然災害防止対策事業、宇遠別線の小規模治山

事業など１５事業ありまして５,４２０万円。脱炭素推進事業が、交流センターのＬＥＤ

改修事業などで全１０事業で３,２１０万円。地域活性化事業、こちら町有林の拡大費用

 でございまして３８０万円。

　その次、過疎対策事業を説明します。過疎地域持続的発展特別事業など全１５事業あり

 まして、３億４,８８０万円となります。

　起債の方法は、普通貸借又は証券発行、利率は４.０％以内（ただし、利率の見直しを

行った後においては当該見直し後の利率）、償還の方法は借入先の融通条件による。ただ

し、町財政の都合により据置期間の短縮もしくは繰上償還をすることができるでありま

 す。

　以上で議案第２１号の説明を終わりまして、次に、議案第２２号に移りたいと思いま

 す。

　議案第２２号令和７年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算は、次に定めるとこ
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 ろによる。１ページでございます。

 　歳入歳出予算。

　第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

 出予算」による。

 　歳出予算の流用。

　第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の款項の経費の

 金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　（１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

 のこれらの経費の各項の間の流用。

 　一時借入金。

　第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は

 ５,０００万円と定めるであります。

 　初めに、議案説明の資料６４を御覧いただきたいと思います。

　６４でございますが、歳入歳出予算の財源充当の内訳でございます。歳入歳出の総額３

億４,５２２万８,０００円がどのような歳入の内訳になっているか、歳出になっているか

ということを計上しているものでございます。内容につきましては、後ほど御覧いただき

たいと思います。また、一つ前の資料、資料ナンバー６３につきましては、前年度の比較

 表をつけてございます。

 　それでは、歳出から説明しますので、議案書１０ページをお開きください。

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費５０２万１,０００円。この中で、１７節の

 備品購入費８７万４,０００円は、業務用端末の購入でございます。

 　２目連合会負担金４２万８,０００円、例年同様の計上であります。

　１１ページ、２項徴税費１目賦課徴収費１９万円。こちら、滞納整理機構への令和７年

 度の引継ぎはございません。

 　３項１目運営協議会費１６万８,０００円、例年同様の計上です。

　１２ページ、２款保険給付費１項療養諸費及び２項高額療養費については、こちらはそ

 れぞれ国保連からの通知に基づいて予算計上してございます。

 　１目療養給付費１億７,５３１万６,０００円。

 　２目療養費９２万４,０００円。

 　３目審査支払手数料は４４万円。

 　２項１目高額療養費２,２２５万円。

 　２目高額介護合算療養費１０万円。

　１３ページ、３項出産育児諸費１目出産育児一時金１００万円、こちらは２件分を見込

 んでおります。

 　４項葬祭諸費１目葬祭費３０万円、１０件分を見込んでおります。

 　３款国民健康保険事業費納付金、こちらは、北海道からの通知額となっております。
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 　１項１目医療給付費分５,８０６万５,０００円。

 　２項１目後期高齢者支援金等分１,８６９万円。

 　１４ページ、３項１目介護納付金分７７１万８,０００円。

　４款１項１目共同事業拠出金と５款１項１目財政安定化基金拠出金は、それぞれ科目存

 置です。

　１５ページ、６款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費３３５万９,０００円。こ

の中の１２節委託料の健康診査等は、特定健診が２１０名、頸動脈のエコー検査は２５名

 などを計上してございます。

　２項１目保健事業費２６３万円。１６ページの１２節委託料各種予防接種は、インフル

エンザが１５０名、高齢者の肺炎球菌ワクチンが７名などを計上してございます。１３節

 使用料及び賃借料の医療用機器借上料は、健康指導用機器の借上げとなります。

 　７款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金３０万円、国保税の還付金です。

　１７ページ、２項繰出金１目直営診療施設勘定繰出金４,７３２万７,０００円は、へき

 地診療所運営の特別調整交付金の診療所会計への繰出金となります。

　８款１項１目予備費は、１００万円です。１９ページに給与費明細書をつけてございま

 す。後ほど御覧いただきたいと思います。

 ○議長（久保広幸君）　午後１時まで、昼食のため休憩いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１１時４８分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　１時００分 

 ○議長（久保広幸君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。

 　今村副町長。

 ○副町長（今村保広君）　それでは、国保会計の歳入から始めます。

 　国保会計の議案書７ページを御覧ください。

　１款１項１目国民健康保険税４,８７６万円、現年課税分につきましては、賦課実績を

 基に算出しております。

 　２款国庫支出金１項国庫補助金１目災害臨時特例補助金は、科目存置。

 　２目出産育児一時金臨時補助金１万円、２名分でございます。

　３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金２億５,７００万５,０００円。これ

は、１節の普通交付金の分が２億３３万円、２節の特別交付金の分が保険者努力支援分と

 特別調整交付金、道繰入金とその他を合わせまして５,６６７万５,０００円となります。

　４款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金１,０００円、国民健康保険基金の

 利子でございます。

　５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金２,４１６万５,０００円。１節の保険

基盤安定繰入金は、保険税軽減分９７５万９,０００円と保険者支援分５６０万４,０００

円でございます。２節の未就学児均等割保険料繰入金が５万円。３節の事務費繰入金が６

８９万３,０００円。４節出産育児一時金等繰入金６６万７,０００円。５節財政安定化支
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援事業繰入金が５９万６,０００円。６節のその他一般会計繰入金５９万６,０００円でご

 ざいますが、１８歳以下の均等割の減免分に係るものでございます。

　９ページ、２項基金繰入金１目国民健康保険基金繰入金１,５２２万４,０００円。国保

 会計の歳入歳出を調整しているものでございます。

　６款１項１目繰越金及び７款の諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金について

 は、それぞれ科目存置でございます。

 　２項１目雑入、健康診査等個人負担金６万円でございます。

　以上で議案第２２号を終わり、続いて、議案第２３号に移ります。 

　議案第２３号令和７年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算は、次に定

 めるところによる。

 　歳入歳出予算。

　第１条第２項、歳入歳出の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

 算」による。

 　一時借入金。

　第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は

 ５,０００万円と定めるであります。

　この会計の歳入歳出予算資料の集計が、資料ナンバー６５につけてございますので、後

 ほど御覧いただきたいと思います。

 　それでは、歳出から説明します。予算書１１ページをお開きください。

 　３、歳出。１１ページでございます。

　１款総務費１項施設管理費１目一般管理費３億２１７万４,０００円。主な減額要因で

ございますが、前年は、大型工事でスプリンクラーの設置工事を実施しておりました。１

節報酬から４節共済費までは例年同様の費用のほかに、令和７年度から医療事務を直営で

実施するため、会計年度任用職員の費用が増えております。１６ページ、１７節備品購入

費は、電子カルテシステムの更新７９８万６,０００円です。これは令和元年に購入した

 ものでございまして、資料ナンバー６６を御覧いただきたいと思います。

 　１７ページ、２項１目研究研修費１４２万９,０００円、例年同様でございます。

　２款１項医業費１目医療用機械器具費３０万円。前年より大きく減額となっております

 が、主な要因として、前年はＸ線画像の記録管理システムほかを購入しております。

　続きまして、２目医療用消耗器材費８８６万円。増額分は主に医療用消耗品費で、前年

 実績によるものでございます。

　１８ページ、３目医薬品費８８０万３,０００円、こちらも前年実績によります。この

 うち、予防接種のワクチン代が５８６万９,０００円分ございます。

 　４目検査費２５２万１,０００円、これも実績です。

　５目寝具費４０万円。寝具の借上げと体圧分散エアマットレスの借上げなどでございま

 す。
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 　２項１目給食費１６２万８,０００円。

 　３款１項公債費１目元金５４０万５,０００円。

　２目利子９３万２,０００円。２８ページに地方債の現在高が記載されておりますの

 で、後ほど御覧いただきたいと思います。

 　１９ページ、４款１項１目予備費５０万円。

 　２１ページから２７ページは、給与費明細書をつけてございます。

　以上で歳出を終わりまして、続いて、歳入に移ります。 

 　７ページ、２、歳入。

　１款診療収入につきましては、入院、外来とも、前年度実績見込みから推計しておりま

 す。

 　１項の入院収入につきましては、合計額で４４万９,０００円。

 　２項の外来収入につきましては、合計で５,９１２万７,０００円。

　８ページ、３項その他診療収入１目諸検査等収入１,８２５万円。健康診断、予防接種

 の費用でございます。

　２款使用料及び手数料１項手数料１目文書料６３万６,０００円、例年同様でございま

 す。

　３款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４７万２,０００円、職員住宅３件分

 でございます。

　９ページ、４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金２億１６５万４,０００

円。医療機器等整備分が６４万９,０００円。これは検査システムのパソコン購入分でご

 ざいます。

　２目の国保事業勘定特別会計繰入金４,７３２万７,０００円。こちら、国保会計の特別

調整交付金をこの診療所会計に繰り入れるものでございます。電子カルテシステム更新７

９８万６,０００円。特別調整交付金の内訳でございますが、今の電子カルテシステム更

 新分とへき地診療所運営分の入院費の加算によるものなどが増額要因になっております。

 　５款１項１目繰越金、前年度繰越金は１００万円です。

 　６款諸収入１項１目雑入は４０３万７,０００円で、例年同様の計上でございます。

　以上で議案第２３号を終わりまして、続いて、議案第２４号の説明に移りたいと思いま

 す。

　議案第２４号令和７年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算は、次に定めるところに

 よる。

 　歳入歳出予算。

　第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

 出予算」による。

 　歳出予算の流用。

　第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の
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 金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　（１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

 のこれらの経費の各項の間の流用。

 　一時借入金。

　第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は

 ５,０００万円と定めるであります。

 　１１ページを御覧いただきたいと思います。歳出から説明いたします。

 　３、歳出。

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費３５１万９,０００円。１２節の委託料は、

 介護保険計画の策定業務３３０万円を計上しております。

 　続きまして、２項１目賦課徴収費３０万６,０００円、例年同様の計上でございます。

 　１２ページ、３項１目介護認定審査会費２５１万２,０００円。

　２目認定調査費６５万６,０００円、こちら例年同様の計上でございます。認定調査に

 つきましては、１４６件を見込んでおります。

　２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費、１２３名分、１

 億２,６３１万６,０００円。

 　２目の居宅介護サービス計画給付費は、４２件分、７５１万９,０００円です。

　１３ページ、３目施設介護サービス給付費は、１億１,１９５万４,０００円、４１名分

 になります。

 　４目居宅介護福祉用具購入費は、５件分、４５万円。

 　５目居宅介護住宅改修費は、５件分、９０万円。

　２項の介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費は、２０名分、３４３万

 ４,０００円。

 　２目介護予防サービス計画給付費は、９９万４,０００円、１９件分です。

 　３目介護予防福祉用具購入費、５件分、４５万円。

 　４目介護予防住宅改修費が、３件分、５４万円。

 　１４ページ、３項その他諸費１目審査支払手数料１６万８,０００円。

　４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費は、３９名分で、５００万３,００

 ０円。

 　２目高額介護予防サービス費は、科目存置です。

　５項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費は、２８１万３,

 ０００円、６３名分です。

 　２目高額医療合算介護予防サービス費は、科目存置。

　１５ページ、６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費は、３３

 名分で、１,６３１万３,０００円。

　２目特例特定入所者介護サービス費から４目特例特定入所者介護予防サービス費まで
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 は、いずれも科目存置でございます。

　１６ページ、３款地域支援事業１項１目介護予防・生活支援サービス事業費５５１万

３,０００円は、１２節委託料総合事業委託料、延べ２３３回の利用見込みで、訪問型

サービスＡの分でございます。１８節負担金補助及び交付金の第１号事業給付費は４８９

万７,０００円で、訪問介護が５６名、通所介護が延べ１２３名の利用を見込んでおりま

 す。

 　２目介護予防ケアマネジメント事業費は、例年同様の計上でございます。

　２項１目一般介護予防事業費１５７万５,０００円。１２節の委託料は、ボランティア

 ポイントの受付委託分が計上されております。

　１７ページ、３項包括的支援事業・任意事業費１目包括的・継続的ケアマネジメント支

援事業費３３万円の計上で、１２節委託料介護予防サービス計画作成は、居宅介護支援事

 業所の分で、６８件になります。

　２目任意事業費３００万８,０００円の計上です。１８ページ、１２節委託料任意事業

２５３万６,０００円は、給食サービスでございまして、延べ２,１３１食。１９節扶助

 費、地域生活給付費３３万６,０００円は、成年後見制度利用報酬の助成でございます。

 　３目認知症総合支援事業費１０万８,０００円。

　４目生活支援体制整備事業費７０６万５,０００円。こちらは、生活支援コーディネイ

 ター業務の社協への委託でございます。

 　５目在宅医療・介護連携事業費１３万６,０００円。

　１９ページ、４項その他諸費１目審査支払手数料１万３,０００円、例年同様の計上で

 す。

　４款１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金１,０００円、これは利息でござい

 ます。

 　５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険者保険料還付金１５万円。

 　２目介護給付費負担金等返還金は、科目存置。

 　６款１項１目予備費は１００万円でございます。

 　以上で歳出を終わりまして、続いて、歳入に移りたいと思います。

　資料番号の６７－１及び６７－２に、介護給付費と地域支援事業の財源充当に関する資

 料をつけてございますので、後ほど歳入と併せて御覧いただきたいと思います。

 　７ページ、２、歳入。

　１款１項介護保険料１目第１号被保険者保険料５,２９３万５,０００円。１節現年度分

が５,２７８万５,０００円で、普通徴収が保険料総額の８.９％、特別徴収分が９１.１％

 でございます。

　２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金は、介護給付費の２０％、施設分

 １５％で、４,９７６万８,０００円でございます。

　２項国庫補助金１目調整交付金。こちらは、介護給付費の８.９％、２,３８０万３,０
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 ００円です。

　２目地域支援事業交付金、介護予防・日常生活支援総合事業の２５％と、これ以外の分

 の３８.５％で、合計で５８０万６,０００円です。

 　３目保険者機能強化推進交付金１５万５,０００円。

 　４目保険者努力支援交付金２５万８,０００円です。

　８ページ、３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金は、介護給付費の１２.５

 ％と施設分の１７.５％、合計で４,０１９万９,０００円。

　２項道補助金１目地域支援事業交付金は、介護予防・日常生活支援総合事業の１２.５

 ％、これ以外の分の１９.２５％で、２９０万１,０００円。

　４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金は、介護給付費の２７％、７,４７４万

 ５,０００円。

 　２目地域支援事業支援交付金も同じく２７％、１９４万６,０００円。

　５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、介護給付費準備基金利子１,０

 ００円の計上でございます。

　９ページ、６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金４,９２２万２,０００円

は、１節の介護給付費繰入金、１２.５％分です。２節の事務費繰入金８０１万円。３節

地域支援事業繰入金、これは１２.５％と、それ以外の分の１９.２５％になります。４節

 低所得者保険料軽減繰入金は、国２分の１、道４分の１の分でございます。

 　２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は、８８万３,０００円の計上です。

 　７款１項１目繰越金は前年度繰越金、科目存置でございます。

　８款諸収入１項延滞金及び過料１目第１号被保険者延滞金から２目の第１号被保険者過

 料は、いずれも科目存置。

 　１０ページ、２項雑入１目滞納処分費から３目の返納金、いずれも科目存置。

　４目雑入は、介護扶助審査判定業務費はケアプラン作成費であり、総合事業利用者負担

 金は訪問介護サービスＡの１０％分でございます。

　２１ページは、債務負担行為の調書でございますので、後ほど御覧いただきたいと思い

 ます。

 　以上で議案第２４号を終わりまして、続いて、議案第２５号に移ります。

　議案第２５号令和７年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによ

 る。

 　歳入歳出予算。

　第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

 出予算」による。

 　一時借入金。

　第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は

 ２,０００万円と定めるであります。



― 29 ―

 　歳出から行いますので、９ページを御覧いただきたいと思います。

 　３、歳出。

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費３１７万１,０００円。こちら、前年度は医

療費適正化事業としまして、保健介護一体的実施推進事業を実施していたためでありま

す。そのため、前年度より下がっております。２７節繰出金２５万５,０００円、広域連

合からのがん検診分にかかる交付金で、後期の会計受けまして一般会計に繰り出すもので

 ございます。

　１０ページ、２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金４,９９８万２,０００円。保

 険料相当分、保険基盤安定分、広域連合共通事務費の分などでございます。

 　３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金は、１０万円。

 　２目還付加算金は、１万円。

 　４款１項１目予備費３０万円。

 　以上で、歳出を終わりまして、次に、歳入に移りたいと思います。

 　７ページを御覧ください。

 　２、歳入。

　１款１項後期高齢者医療保険料３,３８５万９,０００円。こちらは、特別徴収分、普通

 徴収分とも、広域連合の算定額でございます。２節滞納繰越分４３万４,０００円。

　２款広域連合支出金１項１目広域連合交付金５６万８,０００円。長寿・健康増進事業

の補助金が５０万円。こちら健康診査の受診率向上分等でございます。特別調整交付金分

 ６万８,０００円。こちらは広報紙に掲載する費用でございます。

 　３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金は、４８９万５,０００円です。

 　２目の保険基盤安定繰入金は１,３０５万５,０００円で、４分の３が補助となります。

 　８ページ、４款１項１目繰越金は、前年度繰越金３０万円です。

 　５款諸収入１項延滞金及び過料１目延滞金は、科目存置。

 　２項償還金及び還付加算金１目保険料還付金は、１０万円。

 　２目還付加算金は、１万円。

　３項１目雑入７７万５,０００円は、健康診査に係る委託助成金でございます。資料ナ

ンバー６８に歳入歳出に係るフロー図をつけてございますので、併せて御覧いただきたい

 と思います。

 　以上で、議案第２５号を終わりまして、続いて、議案第２６号に移ります。

 　別冊の予算になります。

　議案第２６号令和７年度陸別町簡易水道事業会計予算について説明します。 

 　予算書１ページをお開きください。

 　第１条、令和７年度陸別町簡易水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

 　業務の予定量。

 　第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。
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 　（１）給水個数、１,０７０戸。

 　（２）年間総吸水量、３０万２,４４４立方メートル。

 　（３）一日平均給水量、８２９立方メートル。

　（４）主要な建設改良事業、市街地区の配水管布設替工事（若葉２号線）で、１,０８

 １万３,０００円です。

 　続きまして、収益的収入及び支出。

 　第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　なお、営業費用中総係費のうち委託料６２９万７,０００円、負担金２０４万１,０００

 円の財源にあてるため、企業債５２０万円を借り入れる。

 　収入から言います。

　第１款簡易水道事業収益第１項営業収益５,２０３万円、第２項営業外収益９,８７９万

 １,０００円。

 　支出の部に行きます。

　第１款簡易水道事業費用第１項営業費用１億４,５２６万５,０００円、第２項営業外費

 用４０８万３,０００円、第３項予備費１００万円。

 　続きまして、資本的収入及び支出。

　第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本

的支出額に対し不足する額２,２９８万２,０００円は、企業債５２０万円、過年度損益勘

 定留保資金１,７７８万２,０００円で補填するものとする。）

 　収入に行きます。

　第１款資本的収入第１項企業債１,０８０万円、第２項他会計補助金３,６８１万６,０

 ００円。

 　支出の部に行きます。

　第１款資本的支出第１項建設改良費１,０８１万３,０００円、第２項企業債元金償還金

 ５,３５８万５,０００円、第３項固定資産購入費５２０万円、第４項予備費１００万円。

 　続きまして、２ページを御覧いただきたいと思います。

 　企業債。

　第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定め

 る。

　簡易水道事業債ほか２本でございます。合計３本でございます。限度額は、表に記載の

とおりで、合計額で１,６００万円であります。起債の方法は、普通貸借又は証券発行。

 利率、４％以内（ただし、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）。

償還の方法、借入先の融通条件による。ただし、町財政の都合により据置期間の短縮もし

 くは繰上償還をすることができるであります。

 　一時借入金。

 　第６条、一時借入金の限度額は、５,０００万円と定める。
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 　予定支出の各項の経費の金額の流用。

　第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定

 める。

 　（１）簡易水道事業費用のうち、営業費用、営業外費用及び特別損失間の流用。

　（２）資本的支出のうち、建設改良費、企業債償還金及び固定資産購入費間の流用。 

 　議会の議決を経なければ流用することのできない経費。

　第８条、次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用

し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければな

 らない。

 　（１）職員給与費、９８２万７,０００円。

 　他会計からの補助金。

　第９条、簡易水道事業運営のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、７,９

 ９９万９,０００円である。

　事項別明細書で補足説明をいたしますので、第３条予算については１６ページを御覧い

 ただきたいと思います。

 　簡易水道事業費用でございます。

　１款簡易水道事業費用１項営業費用２目配水及び給水費、委託料、調査計画１,３６４

 万円。こちら、管路の耐震化や更新計画の策定業務でございます。

　続いて１７ページ、３目総係費、委託料、水道台帳整備３６４万１,０００円。水道台

 帳の固定資産の照合委託業務３１７万９,０００円が含まれております。

 　続いて、収入に移りたいと思います。１５ページを御覧ください。

　１款簡易水道事業収益１項営業収益１目給水収益５,１９０万円。陸別地区の水道使用

 料実績見込みによります。

 　２項営業外収益２目長期前受金戻入５,４１７万４,０００円。

　続いて、４条予算に係るものを説明しますので、１９ページの下段の表を御覧くださ

 い。支出からになります。

　１９ページの下段の表でございますが、１款の資本的支出１項１目建設改良費、工事請

負費、配水管布設替１,０８１万３,０００円。こちら若葉２号線でございまして、老朽化

による漏水が生じているので布設替えを実施するものでございます。資料ナンバー６９に

 工事概要等を載せてございます。

　３項固定資産購入費１目有形固定資産購入費５２０万円。水道メーター及びスマート

 メーター端末の購入分でございます。

 　続いて、同じページの上段の表、収入になります。

　１款資本的収入１項企業債１目建設改良企業債１,０８０万円。配水管布設替工事の分

となります。第５条に記載のとおり、簡易水道事業債５２０万円、過疎対策事業債５２０

 万円の合計となります。
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　３ページから１４ページまでは、予算に関する附属資料となりますので、後ほど御覧い

 ただきたいと思います。

 　以上で議案第２６号の説明を終わります。

 　それでは、議案第２７号の説明、こちらも別冊のほうになります。

 　議案第２７号令和７年度陸別町公共下水道事業会計予算について説明します。

　なお、簡易水道事業会計との共通事項について、一部説明を簡略にさせていただきま

 す。

 　１ページをお開きください。

 　第１条、令和７年度陸別町公共下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

 　業務の予定量。

 　第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。

 　（１）接続人口、１,５２１人。

 　（２）年間処理水量、１７万９,９５０立方メートル。

 　（３）一日平均処理量、４９０立方メートル。

 　（４）主要な建設改良事業、陸別浄化センターエアコン設置工事、４５１万円。

 　収益的収入及び支出でございます。

 　第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　なお、営業費用中総係費のうち負担金２６８万８,０００円の財源にあてるため、企業

 債１５０万円を借り入れる。

 　ここで、一つ訂正をお願いしたいと思います。

　第３条予算の、今説明しているところの中断でございますが、支出の「第４項予備費」

と書いてございますが、こちら「第３項予備費」の間違いでございます。第３項と訂正し

 ていただきたいと思います。誠に申し訳ございませんでした。

 　それでは、収入。

　第１款下水道事業収益第１項営業収益２,４１６万２,０００円、第２項営業外収益１億

１,２４５万２,０００円。 

 　支出に移ります。

　第１款下水道事業費用第１項営業費用１億３,２５５万８,０００円、第２項営業外費用

 ３８３万７,０００円、第３項予備費５０万円。

 　資本的収入及び支出。

　第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本

的支出額に対し不足する額１,９５９万８,０００円は、企業債１５０万円、過年度損益勘

 定留保資金１,８０９万８,０００円で補填するものとする。）

 　収入から行きます。

　第１款資本的収入第１項企業債１８０万円、第２項他会計補助金４,１７１万２,０００

 円、第３項負担金等１７万５,０００円。
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 　支出。

　第１款資本的支出第１項建設改良費１,０１２万円、第２項企業債元金償還金５,２５９

 万８,０００円、第３項固定資産購入費６万７,０００円、第４項予備費５０万円。

 　２ページを御覧ください。

 　企業債。

　第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定め

 る。

　下水道事業債ほか２本。合計３本でございます。限度額は、表に記載のとおり、合計で

３３０万円でございます。起債の方法は、普通貸借又は証券発行。利率、４％以内（ただ

し、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）。償還の方法、借入先の

融通条件による。ただし、町財政の都合により据置期間の短縮もしくは繰上償還をするこ

 とができるであります。

 　一時借入金。

 　第６条、一時借入金の限度額は、５,０００万円と定める。

 　予定支出の各項の経費の金額の流用。

　第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定

 める。

 　（１）下水道事業費用のうち、営業費用、営業外費用及び特別損失間の流用。

　（２）資本的支出のうち、建設改良費、企業債償還金及び固定資産購入費間の流用。 

 　議会の議決を経なければ流用することのできない経費。

　第８条、次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用

し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければな

 らない。

 　（１）職員給与費、５４８万９,０００円。

 　他会計からの補助金。

　第９条、下水道事業運営のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、１億３６

 万４,０００円である。

　事項別明細書で補足説明を行いますので、第３条予算の分でございますので、１６ペー

 ジを御覧いただきたいと思います。

　１款下水道事業費用１項営業費用２目処理場費、委託料の施設設備改修４１１万４,０

 ００円でございますが、汚泥ポンプ及び脱臭ダンパーの分解清掃業務でございます。

 　続いて、収入に移りたいと思いますので、１５ページを御覧いただきたいと思います。

　１款下水道事業収益１項営業収益１目下水道使用料２,４１０万円。 

 　２項営業外収益２目長期前受金戻入５,１９９万９,０００円。

 　４目国庫補助金１８０万円。この補助金は、社会資本総合整備交付金でございます。

　続いて、４条予算のほうを説明いたしますので、１８ページを御覧いただきたいと思い
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 ます。

　１８ページの下段の表でございますが、１款資本的支出１項１目建設改良費、委託料３

９６万円は、新町第１マンホールポンプ電気設備の更新設計業務でございます。工事請負

費、公共汚水枡設置等１６５万円は、３か所分を見ております。設備改修工事４５１万円

 は、浄化センターのエアコン設置工事でございます。

 　続いて、上段の表です。こちら収入になります。

　１款資本的収入１項企業債１目建設改良企業債１８０万円。こちらは、第５条に記載の

 とおり、下水道事業債９０万円、過疎対策事業債９０万円でございます。

　３ページから１４ページまでは、予算に関する附属資料となりますので、後ほど御覧い

 ただきたいと思います。

 　以上で、議案第２１号から第２７号の説明を終わらせていただきます。

○議長（久保広幸君）　副町長におかれましては、長時間にわたる提案の説明、大変お疲

 れさまでした。

──────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

──────────────────────────────────── 

 ○議長（久保広幸君）　以上で、本日の日程は全て終了いたしました。

 　本日は、これにて散会します。

散会　午後　１時４０分　　 
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　以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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